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 第１章 調査の概要                                         

 

１．調査目的                                                       

県政の諸問題について、県民の意見や要望等を把握し、今後の施策立案に際しての基礎資料と

することを目的とする。 

 

２．調査項目                                                      

（１）防災・減災対策について 

（２）地産地消について 

（３）動物の愛護と管理について 

（４）骨髄移植について 

（５）県政の重要度と満足度について 

 

３．調査設計                                                      

（１）調査地域  香川県全域 

（２）調査対象  満１８歳以上の県民 

（３）標本数   ３，０００ 

（４）抽出方法  層化二段無作為抽出法 

（５）調査方法  郵送法 

（６）調査時期  平成３０年５月１０日～６月１日 

 

４．回収状況                                                      

（１）標本数   ３，０００ 

（２）有効回収数 １，６０７（５３．６％） 

 

５．サンプル設計                                                    

（１）母集団   香川県内の市町に居住する満１８歳以上の県民 

（２）標本数   ３，０００ 

（３）地点数   １５０地点（市部：１２６地点、町部：２４地点） 

（４）抽出方法  層化二段無作為抽出法 
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【 層 化 】 

県内の市町（８市９町）を次のように５圏域に分類した。 

圏域名 構成市町 

１ 高松圏域 高松市・三木町・直島町・綾川町 

２ 東讃圏域 さぬき市・東かがわ市 

３ 小豆圏域 土庄町・小豆島町 

４ 中讃圏域 丸亀市・坂出市・善通寺市・宇多津町・琴平町・多度津町・まんのう町 

５ 西讃圏域 観音寺市・三豊市 

さらに、各圏域内を市町の規模によって、 

①高松市 ②高松市以外の市 ③町 に分類して、それぞれを層とした。 

 

【 標本数の配分 】 

各層における母集団数（平成３０年３月１日現在の選挙人名簿登録者数）の大きさにより、

３，０００の標本数を比例配分した。 

 

【 抽 出 】 

①第１次抽出単位となる調査地点として、平成３０年３月１日現在の投票区を使用した。 

②調査地点数については、１調査地点あたりの標本数が２０前後になるように、各層に割り当

てられた標本数から算出して決定した。 

③調査地点の抽出は、調査地点数が２地点以上割り当てられた層については、 

 

 を算出し、等間隔抽出法により該当番目が含まれる投票区を抽出した。 

④抽出に際しての各層内における市町の配列順序は、総務省設定の市町村コードに従った。 

⑤調査地点における対象者の抽出は、調査地点（投票区）内から選挙人名簿によって等間隔抽

出法で抽出した。 

⑥以上の結果、圏域別・市町規模別における標本数・調査地点数は次のとおりである。 

 

【 圏域別・市町規模別 標本数および調査地点数 】 上段：母集団数  下段：標本数、（）内は調査地点数 

市町別 

圏域 
高松市 高松市以外の市 町 計 

１ 高松圏域 
354,304 

1,284 （64） 

 45,884 

171 （9） 

400,188 

1,455 （73） 

２ 東讃圏域 
 68,884 

254 （13） 

 68,884 

254 （13） 

３ 小豆圏域 
  24,650 

93 （4） 

24,650 

93 （4） 

４ 中讃圏域 
 163,924 

598 （30） 

58,368 

210 （11） 

222,292 

808 （41） 

５ 西讃圏域 
 104,563 

390 （19） 

 104,563 

390 （19） 

 

層における選挙人名簿登録者数の合計 

層で算出された調査地点数 
＝ 抽出間隔 
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６．集計・分析方法                                                    

集計・分析にあたり、回答者の年齢階層の偏りを補正し、年齢別の集計ウェイトを乗じて標本

数を規正（ウェイトバック集計）した。ウェイトバック集計した値は、この規正した標本数を基

に回答者の割合（百分比％）等を算出している。なお、規正した標本数は、乗算結果の小数点以

下第１位を四捨五入しているため、総数と内訳の計が一致しない場合がある。 

 

年齢区分 

推定母集団 有効回答数 
年齢ウェイト 

（A／B） 実数（人） 
構成比（％） 

A 
実数（人） 

構成比（％） 

B 

18～19 歳 18,930  2.4  15  1.0 2.467（2.4）  

20～29 歳 76,429  9.5  83  5.3  1.800（1.792）  

30～39 歳 103,485  12.9  161  10.3  1.256（1.252）  

40～49 歳 134,231  16.8  236  15.1  1.112（1.112）  

50～59 歳 111,526  13.9  263  16.8  0.829（0.827）  

60～69 歳 144,859  18.1  392  25.0  0.722（0.724）  

70 歳以上 211,318  26.4  416  26.6  0.993（0.992）  

合計 800,778  100.0  1,566  100.0 - 

※1）推定母集団は平成 29 年 10 月時点 

※2）構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合がある。 

※3）年齢ウェイトは小数点以下を含んだ各構成比から算出しており、小数点以下第２位を四捨五入し

た各構成比から算出したカッコ内の数値とは一致しない。 

 

７．報告書の見方                                                    

（１）回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出し、少数第２位を四捨五入した。

このために、百分比の合計が 100.0％にならないことがある。 

（２）複数回答の設問の場合、回答は選択肢の有効回答数に対し、それぞれの割合を示してい

る。このために、その比率の合計が 100.0％を超える場合がある。 

（３）図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。また、設問で回答が

なかった選択肢について、図中の比率表記（0.0％）を省略している。 

（４）本文、図表、集計表に用いた符号等の意味は次のとおりである。 

Ｎ：質問に対する回答者数で、100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数 
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 第２章 調査回答者の属性                                   

 

１．性別                                                        

性別について、「男性」（44.4％）、「女性」（52.8％）となっている。 

ウェイトバック集計した値をみると、「男性」（45.0％）、「女性」（52.3％）となっている。 

男性

44.4%

女性

52.8%

無回答

2.7%

（N＝1,607）

 

項目 
回答数 

（人） 

構成比 

（％） 

男性 714（723） 44.4（45.0） 

女性 849（840） 52.8（52.3） 

（無回答） 44（ 44） 2.7（ 2.7） 

計 1,607（1,607） 100.0 

※（）内の数字はウェイトバックした値 
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２．年齢                                                       

年齢について、「70 歳以上」（25.9％）が最も高く、次いで「60～69 歳」（24.4％）、「50～59 歳」

（16.4％）、「40～49 歳」（14.7％）などとなっている。 

ウェイトバック集計した値をみると、「70 歳以上」（25.7％）が最も高く、次いで「60～69 歳」

（17.6％）、「40～49 歳」（16.3％）、「50～59 歳」（13.6％）などとなっている。 

１８～１９歳

0.9%
２０～２９歳

5.2%

３０～３９歳

10.0%

４０～４９歳

14.7%

５０～５９歳

16.4%

６０～６９歳

24.4%

７０歳以上

25.9%

無回答

2.6%

（N＝1,607）

 

項目 
回答数 

（人） 

構成比 

（％） 

18～19 歳 15（ 37） 0.9（ 2.3） 

20～29 歳 83（149） 5.2（ 9.3） 

30～39 歳 161（202） 10.0（12.6） 

40～49 歳 236（263） 14.7（16.3） 

50～59 歳 263（218） 16.4（13.6） 

60～69 歳 392（283） 24.4（17.6） 

70 歳以上 416（413） 25.9（25.7） 

（無回答） 41（ 41） 2.6（ 2.6） 

計 1,607（1,606） 100.0 

※（）内の数字はウェイトバックした値 
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３．職業                                                       

職業について、「会社、商店、官公庁などに勤めている」（38.3％）が最も高く、次いで「主婦・

主夫」、「無職」（ともに 19.4％）、「商工業、サービス業、自由業などを営んでいる」（13.7％）、「農

林漁業」（6.3％）となっている。 

ウェイトバック集計した値をみると、「会社、商店、官公庁などに勤めている」（39.8％）が最

も高く、次いで「無職」（20.3％）、「主婦・主夫」（17.5％）、「商工業、サービス業、自由業など

を営んでいる」（13.7％）、「農林漁業」（5.6％）となっている。 

農林漁業を営ん

でいる（家族従業

者も含みます）

6.3%
商工業、サービス

業、自由業などを

営んでいる（家族

従業者も含みま

す）

13.7%

会社、商店、官

公庁などに勤めて

いる（パートも含み

ます）

38.3%

主婦・主夫（家庭

の中で家事が主

な役割の方）

19.4%

無職（学生を含

みます）

19.4%

無回答

2.9%

（N＝1,607）

 

項目 
回答数 

（人） 

構成比 

（％） 

農林漁業 101（ 91） 6.3（ 5.6） 

商工業、サービス業、

自由業など 
220（221） 13.7（13.7） 

会社、商店、官公庁 

などに勤務 
616（640） 38.3（39.8） 

主婦・主夫 312（282） 19.4（17.5） 

無職 311（326） 19.4（20.3） 

（無回答） 47（ 47） 2.9（ 2.9） 

計 1,607（1,607） 100.0 

※（）内の数字はウェイトバックした値 
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４．圏域                                                       

圏域について、「高松圏域」（47.3％）が最も高く、次いで「中讃圏域」（27.1％）、「西讃圏域」

（13.9％）、「東讃圏域」（8.5％）、「小豆圏域」（3.2％）となっている。 

ウェイトバック集計した値をみると、「高松圏域」（47.9％）が最も高く、次いで「中讃圏域」

（27.3％）、「西讃圏域」（13.4％）、「東讃圏域」（8.3％）、「小豆圏域」（3.0％）となっている。 

高松圏域

47.3%

東讃圏域

8.5%
小豆圏域

3.2%

中讃圏域

27.1%

西讃圏域

13.9%

（N＝1,607）

 

項目 
回答数 

（人） 

構成比 

（％） 

高松圏域 760（770） 47.3（47.9） 

東讃圏域 137（133） 8.5（ 8.3） 

小豆圏域 52（ 49） 3.2（ 3.0） 

中讃圏域 435（439） 27.1（27.3） 

西讃圏域 223（216） 13.9（13.4） 

（無回答） 0（  0） 0.0（ 0.0） 

計 1,607（1,607） 100.0 

※（）内の数字はウェイトバックした値 
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５．居住年数                                                     

居住年数について、「20年以上」（65.2％）が最も高く、次いで「10年以上～20 年未満」（14.3％）、

「3年以上～10年未満」（11.9％）、「3年未満」（6.0％）となっている。 

ウェイトバック集計した値をみると、「20年以上」（60.5％）が最も高く、次いで「10年以上～

20 年未満」（15.8％）、「3年以上～10 年未満」（13.7％）、「3年未満」（7.3％）となっている。 

３年未満

6.0%

３年以上～１０年

未満

11.9%

１０年以上～２０

年未満

14.3%

２０年以上

65.2%

無回答

2.6%

（N＝1,607）

 

項目 
回答数 

（人） 

構成比 

（％） 

3 年未満 96（117） 6.0（ 7.3） 

3 年以上～10 年未満 192（221） 11.9（13.7） 

10 年以上～20 年未満 229（255） 14.3（15.8） 

20 年以上 1,048（972） 65.2（60.5） 

（無回答） 42（ 42） 2.6（ 2.6） 

計 1,607（1,607） 100.0 

※（）内の数字はウェイトバックした値 

 



＜第５章 調査票＞ 

10 

 


